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ネズミの複合デDRLスケジュ…ノしに

おける外部予掛り刺激と反応の分化*次
***， **** 

北海道大学文学部 士一日 野 弘

本降茂

FersterとSkinner(1957)以来，オベラント条件づけにおいて用いられる強化スケジューん

は辻本 (ratio)強北スケジューんと間関 (interval)強化スケジ品ールとに大別されるのがふ

つうである。 (Morse，1966 ;て吉野・岩本， 1981b;岩本， 1982)。議議に議する定率 (FR)強化

スケジューノレのもとにおけるオペラント反誌の解発と，後者に嘉する定時(日〉強記スケジ 2 ー

んのもとにおけるオペラント反応の解発注強化に後続する一定の無反応期 (postreinforcement 

pause， PRP)を持ち，学溜の進行が極度になると， ともにブレーク・アンド・ラン現象がみら

れることなどから，共通する側頭もある。しかし基本的には，累議記録 (cummulativerecord) 

などで示される FR強化スケジュールのもとにおけるオペラント災誌の解発の特設はおもに被

験体が自らのオペラント皮革の回数会弁宣言東i激 Cdiscriminativestimulus) とすることにもと

づくと考えられている (Reynolds，1968)~仲村一方， FI ケジュールのもとにおけるオベ

ラント反応の鉾発の特徴は，おもに強化からの経造時障を弁別持者j激とすることによると考えら

れているくDews，1962; 1969)。

これに対して， i民頼主主分化強化 (DRL)スケジューノレは被験体のオベラント反応とオペラ

ント反応;の問の蒋鶴間調(IRT)が，実験者のあらかじめ設定しておいた一定の時間間隅(DtミL

必要時間条件;DRL requir銃口ent)以上 さであったときにのみ強化刺激合麗伴するスケ

シューんである。 DRLスケジ品ーノレでは，被験体は前回のオペラント反応、からの畿通時間を弁

挺刺激と Lて，次問のコナベラント反応の解発時をど決定すること

したがって DRLスケジュールのもとでのオペラント荻5誌の解発は，時間経過を弁別刺激とし

本複合とは後述する多重量くmult)や混合 (mix)などを包含するm務である (Catania，196針。
材 Thetime discrimin互tionbehavior in the compound DRL schdule of animal subjects. 
家事*ヱド論文は主主聖子ら 0978a， 1978 b)とJII俣ら (1自78)における実験データにもとづく。

料“本研究には昭和57年度文部省科学続交撃を「動物とヒトにおける時問弁別行動の総合的研究J(総会ム f王
寺長湯岩本経渓〉の著者助役受けた。

日付*いわゆる認知的な主主除en数えている"ととさど意味してはいなし、α ままこ，FRスケジぷーんのratioの儲が
火きい場合には，時間的喜善的〈強化後の時間経過〉が:m:要となってくる。
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て用いる点では， FR強化スケジュールよりも FI強化スケジュールのもとでのオペラント反応

の解発と近似性をもちうるであろう。しかし，弁別刺激である時間経過の時間計測開始点が，

FI強化スケジュールで、は強化刺激提示時点であるのに対し，DRLスケジュールではオペラント

反応の解発時点である点で異なり，さらにDRLスケジュールではIRT次元上の反応の分化

付近erentiation)が強化刺激の獲得には不可欠の条件である点が異なる。このためDRLスケ

ジュールのもとでは， FI強化スケジュールにおいてよりも，ひとつひとつのオペラント反応の

解発が，被験体の時問弁別に依存して抑制と解発の括抗した状態のなかでなされると考えられ

る(岩本・梅岡， 1966;岩本， 1981) 

このためDRLスケジュールは，その変型である DT*-DRL，DRLLスケジュールや，オペ

ラント反応の持続時聞が実験者のあらかじめ設定した時間以上で、あるときに強化する，response 

duration 強化 (DRRD)スケジュール村(Platt，et al.， 1973)とともに，動物の時間弁別行動

のきわめて有効な学習課題のーっとして用いられてきている (Kramer& Rilling， 1970)。

実際にハトやネズミの被験体を;**DRLスケジュールで、何セッションも訓練すると，被験体は

IRTをDRL必要時間条件に一致させるように伸長することをしだいに学習する。この結果，オ

ペラント反応頻度(オペラント反応数/単位時間〉は低下し，IRT分布はDRL必要時間条件の

付近に最頻値をもつようになり，強化効率(強化されたオペラント反応の数/オペラント反応

の数〉は上昇する。このとき被験体のうち多くの個体が，オペラント反応とオペラント反応の

聞に，スキナー箱床面の鉄製格子(グリッド〉を噛むとか，被験体自身の尾を噛むとか，スキ

ナー箱内を周囲する等の，いわゆる並行行動 (collateralbehavior) (Bruner & Re刊誌y，

1961) とか，スケジュール誘導行動 (scheduleinduced behavior) (Kachanoff，et al.， 1973; 

Christian， et al.， 1977)などと呼ばれる行動連鎖を発達させることがある(岩本・高橋， 1976)。

これまでのDRL行動の研究から， DRLスケシュールのもとでの学習については，つぎのこ

とがし、われている。

第 1に，強化スケジュール自体の持つ特性から， DRL学習は，自己受容的な内部刺激にきわ

めて強力に依存している。FI強化スケジュールにおける強化随伴可能 (reinforcementavailable) 

状態に達しないオペラント反応は無益であるにすぎないが，DRLにおけるそのようなオペラン

ト反応は有害であって，その時点までの経過時聞が無効となり時間の計測はOからふたたび開

始することになる。このような事態では被験体のオペラント反応のし、かなる解発もきわめて重

大となってくる。

第2に， トランキライザーなどの薬物を用いた実験結果から，被験体はオペラント反応の抑

• discrete trial (分離試行)の略。freerespondingではない走行路事態や挺子などの操作体(オベランダム〉
が引込んで被験体が操作不能となる「試行型」をさす(岩本， 1982)0 

H この強化スケシューノレではネスミを被験体とすると数秒の時間弁別しか研究できない。
事事*ヒトについての実験例については，Meurice，Eらの研究 (Meurice，et al.， 1966)ではDRLスケシユ
ノレ下で， ヒトは， ラットと同様の IRT分布を示した。
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1966)。制と解発の措抗した状態にあることが推定されている(岩本・梅岡，

DRLスケジュールを一方の成分

に組み込んだ multスケジュールで、の行動対比 (behavioralcontrast)や，般化

テストでの頂点移動 (peakshift)などから， DRLスケジュールがオペラント反応の解発に対

DRLスケジュールでの訓練後の般化テストや，

(component) 

第3に，

(Weiss， 1967; Terrace， 1968; して制止的な(inhibitory)統制を持つことも知られている

Weisman， 1969)。

EXTスケジュールで司iI練を受けている被験体が， EXT (extinction; DRL 第 4に， mult 

消去〉成分において他の同一動物種の個体への攻撃が許されていると攻撃反応を多発すること

から， DRLスケジュールが被験体にとって， semiaversiveな作用をすると主張する研究者もい

(Hearst， et al.， 1964; Azrin， et al.， 1966)。る

自己受容的な内部刺激を手掛りとして一定の時間の幅以上の行動分析上の事実にもとづき，

の聞置き (spacing)反応を学習する機構の神経行動学的機構や，このような時問弁別行動を支
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Fig. 1. GRADIENTS OF RELATIVE GENERALIZATION (A) AND GRADIENTS OF 

ABSOLUTE GENERALIZATION (B) FOR THE VI AND DRL GROUPS. 

Vl1-min群と DRL6-sec群の，訓練後の般化勾配(非強化手続きによる〕の群間比較の図。被験

体は36羽のハト。 Vl1-min群 (20羽のハト〕は，訓練刺激(あるいは条件性刺激， CS)として

垂直線 (0つを用いた群 (VI(00) と表記された)10羽と， CSとして水平線 (900) を用いた群 (VI

(900) と表記された)10羽の下位群からなる。同様にDRL6-sec群 06羽のハト)は， CSとし

てぴを用いた群 (DRL(00) と表記された)8羽と， CSとして 90。を用いた群 (DRL(900) と表

記された)8羽の下位群からなる。テスト刺激はすべての被験体で， 00， 22 S， 450， 67 S， 900， 

112 S， 135
0

， 157 Sの8種であった。Aは各勾配の頂点に1.00の値を割り付けた相対般化勾配で，

BはAのもとになった絶対般化勾配で、ある。 (Hearst，et al.， 1964より転載〉
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える脳内物質の作用の研究のために，脳損傷や薬物投与を DRLスケジュールのもとでの被験体

に処理する研究もなされている(岩本・梅岡， 1966; Fried， 1972;岩本ら， 1976;高橋， 1977)Q 

他方 DRL行動を，外部刺激の提示の操作のあるような，より複雑な場面の中で形成させること

により， DRL行動についてのより正確な行動的モテ、ルのためのデータを得ょうとして研究も行

われてきている(岩本ら， 1978;吉野ら， 1978 a， 1978b;吉野・岩本， 1979;高橋・岩本， 1980; 

吉野ら， 1980; 岩本・吉野， 1981b;矢口・岩本， 1982)。 本実験も，後者の研究の一つで，強

化のための必要時間条件の異なる 2つの DRL成分の継時弁別訓練 (mult DRL DRLスケ

ジュール〉のもとで， 2つの DRL成分に対応して提示される外部刺激が被験体の DRL行動へ
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Fig. 2. RELATIVE IRT FREQUENCY (TOP HALF) AND IRTs/OPPORTUNITY 

(BOTTOM HALF) DISTRIBUTIONS FOR RESPONDING DURING REINFORCED 

PRESENTATIONS OF 570nm. 

Steady-state generalizationのセッション内で，訓練刺激(570nm)提示下で強化を随伴してい

る (DRL8-sec)時の， IRT相対度数分布〔上半分〕と IRTs/opportunity分布(下半分)。被験

体は5羽のハトである。データは各ハトごとに，steady-stategeneralizationの最後の 18日間(各

ハトごとに，般化勾配と IRT分布が安定していると見倣しうる連続 18日聞が得られるまで，steady 

-state generalizationが施行された〕のものである。図の上半分と下半分は同ーのデータにもと

づく。 1秒未満の IRTsは斜め縞の部分で表記され， 8秒以上の IRTs(強化を受けている〕は黒

の部分で表記された。IRTs/opportunity分布では， 20 opportunitiesより小さいデータポイント

は省略された。この図と以下の Fig.3， 4， 5で， BIRD 1， 2， 3， 4， 5は，それぞれ同ーの被験個

体をさす。 (Gray1976より転載)
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どのような作用を働きかけるかを，実験的行動分析の立場から検討するために行われた。

この研究はDRL行動への外部刺激の刺激統制 (stimuluscontrol)の問題を， mu1t DRL 

DRLスケジュールを用いて検討したとも換言できる。DRL行動への外部刺激の刺激統制の問題

は，これまでに多くの研究がなされてきている (Migler，1964;矢口ら， 1976;岩本ら， 1978; 

矢口・岩本， 1982)。

いくつかの研究 (Hearst，et al.， 1964; Zeiler， 1969)が，訓練後の般化テストの結果， DRL

BIRD 1-
20~ A BIRD 2ー唱

BIRD 3-

BIRD 4・4

16" 
， E BIRD 5・4
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Fig. 3. PERCENTAGE OF THE TOTAL NUMBER OF UNREINFORCED TEST 

RESPONSES EMITTED DURING THE LAST 18 DAYS OF STEADY-STATE 

GENERALIZATION FOR EACH OF THE FIVE BIRDS. 

Steady-state generalizationのセッション内で，テスト刺激(560nm. 562 nm. 564 nm. 566 nm. 

568 nm. 570 nm. 572 nm. 574 nm. 576 nm. 578 nm. 580 nm. 582 nmの12種類〕提示下で強化

を随伴していない時の，自発されたオベラント反応の数の，各テスト刺激聞での相対度数分布。

数値はIRTの長さを無視した，すべてのオベラント反応の総数である。データは各ハトごとに，

steady-state generalizationの最後の 18日間のものである。般化勾配の急勾配性と DRL8-secに

よる時間的統制の間には，比較的大きい負の相関(花=-0.9)があった。 (Gray.1976より転載〉

スケジュールはFR，VR (変率)， FI， VI (変時〉のいずれよりも，外部刺激の刺激統制を受け

にくいと結論している(参考のため， Fig.1に， VI強化スケジュールと DRLスケジュールで、そ

れぞれ訓練された被験体の般化勾配を示した)。このような結果にもとづし、て， Hearstは“ internal

cues"仮説による説明を提出した (Hearst，et al.， 1964; Hearst， 1965， 1969)。この仮説は，

IDRL反応は，オペラント反応とオペラント反応の聞に起こる並行行動からの自己受容刺激に
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よって統制される。この自己受容刺激は外部刺激による統制を減じたり妨げたりする。」とし、う

ものである。この仮説は， DRL反応のみならず， VR強化スケジュールや大きな変数値のVI強

化スケジュールにおいて，外部刺激がオペラント反応を統制しないことの説明として用いられ

ている (Haber& Kalish， 1963;岩本・梅岡， 1966)。

しかしこれらの研究で，外部刺激がオペラント反応を統制しないという判断のもとになって

いる般化勾配のグラフは，横軸に外部刺激の類似度をとり，縦軸にはオペラント反応のIRTの

長さを問題としないで全オペラント反応の反応頻度をとったグラフ(例えば， Fig.1やFig.3)

であった。しかしGray(1976)は，ハトをDRLスケジュールで司H練した (Fig.2)あとの般化

テスト (Fig.3)でのオペラント反応を， IRTの長さによっていくつかのbin*に振り分け，そ

れぞれのbinのなかのオペラント反応について般化勾配のグラフ (Fig.4)を作った。その結果，

ハトにおいてはDRL反応が外部刺激の統制を受けていることが明白に示された。

本実験はこのGrayの実験結果と深く関係しているので，以下にやや詳しくその結果を紹介す

る。彼の実験結果では，般化テスト時にFig.2のようなIRTの相対度数分布が得られた。 Fig.

3は，IRTの長さを無視しすべてのオペラント反応を込みにして作った般化勾配のグラフで，習

得過程においてすぐれたDRL行動を示した被験体， rBIRD 1j， rBIRD 2j， rBIRD 3jに

おいては急な勾配はみられなし、。しかし， IRTの長さのbinごとの般化勾配のグラフ (Fig.4)

では，すぐれたDRL行動を示した被験体で、は，オペラント反応のIRTがDRL必要時間条件の

8秒より長い場合では凸型の急な般化勾配が見られ， 1~7 秒の場合ではV 字形の般化勾配が見

られ， 1秒未満の場合では急な勾配は見られなかった(平らであった〕。一方， DRL行動の習得

が進まなかった被験体で、は，オペラント反応の IRT が O~2 秒の場合では急な勾配は見られず，

それより長い場合では凸型の般化勾配が見られた。以上の処理方法は，強化を受ける長L、IRT

のオペラント反応は相対的生起頻度を高めるような刺激統制を受け，それより短し、 IRTのオペ

ラント反応は相対的生起頻度を低めるような刺激統制を受け， O~l 秒の非常に短い IRT のオペ

ラント反応は刺激統制を受けなかったことを明らかにした。こうしてDRLスケジュールにおい

て外部刺激がオペラント反応に対して，そのIRTの長さを統制していることがわかった。なお

Grayの実験結果でも，IRTの長さのbinごとに処理しない旧来の般化勾配のグラフ (Fig.3)で

は，般化勾配の急なこと (steepness)と訓練時の強化効率の高いことの聞に負の相関がみられ

る。したがってDRLスケジュールで、は刺激統制が生じないと結論したこれまでの報告は，実験

結果自体は真実であったが，般化勾配のグラフを作る際にIRTのbinごとにしなかったために

結論を誤ったのであろう。以上がGrayの考えである。

Grayは自身の実験結果について， 3つの解釈を展開した。第1番目は，外部刺激が強化を受

ける長L、IRTのオペラント反応の解発を促進し，強化を受けない短L、IRTのオペラント反応を

本 binとは，実験者が反応測度(たとえば.IRTの長さ〉を分割して作ったカテゴリ である。

- 6 ← 
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Steady-state generalizationのセッション内で，テスト刺激(560nm， 562 nm， 564 nm， 566 nm， 

568 nm， 570 nm， 572 nm， 574 nm， 576 nm， 578 nm， 580 nm， 582 nmの12種類〕提示下で，

強化を随伴していない時の，各テスト刺激下における IRTs/opportunity分布。図に示したのは，

12種類のテスト刺激中， 7種のテスト刺激(560nm， 564 nm， 568 nm， 570 nm， 572 nm， 576 nm， 

580nm)についてのみである。 Fig.3や4と同ーのデータにもとづく。 8秒以上のIRTsは黒い部

分で示されている。20opportunitiesより小さいデータポイントと，bin0(1秒未満のIRTsのbin)

のオベラント反応のデータポイントは省略されている。Fig.4.と同様に，stimuluscontrolのあっ

たことが認められる。 (Gray，1976より転載〕
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制止するような統制力を持ったという考えであり，第2番目は，外部刺激が並行行動を統制し，

その並行行動がオペラント反応を統制していたという考えである。第3番目は，第1番目の場

合と第2番目の場合がともに生じたという考えである。

この議論についてはここでは保留するが，単一の成分の DRLスケジュールについても外部刺

激の統制があったとL、う実験的事実から発展して，われわれは2つの異なる DRL成分の弁別(た

とえば， mult DRL DRLスケシュールのもとでの反応分化〉にも外部刺激の統制があるので

はなかろうかと考えた。そして，もしそうであるならば，自己受容刺激にもとづく DRL行動が，

外部刺激の変化にどの程度追随しているのかという点につLて，mixDRL DRLスケジュール

のもとでのオペラント反応との比較によって，直接的に調べられるだろうと考えた。これはま

た，時間と関係した(自己受容的な)刺激に対する外部刺激の統制(あるいは交互作用〉とい

う問題と関係するばかりでなく，複数のさまざまな時間の幅の弁別行動の形成の問題にも関係

しているであろうと考えた。そこでわれわれは下記のような実験を計画した。

被験体の半数をmult DT*-DRL 4-sec/LH 4-sec DT -DRL 12-sec/LH 8-sec，残り半

数をmix DT -DRL 4-sec/LH 4-sec DT -DRL 12-sec/LH 8-secスケジュールで司"練し，

2つの DRL成分に対応するオペラント反応のIRTの分化の形成過程を比較した。DT条件を導

入した理由は，ハトにおいてはDRLスケジュールにおける burst反応が，強化のスケジューノレ

の統制を受けず，おもに被験体が自らが反応したことを確認するために行われるものであると

考えられる CKelleher，et al.， 1959; Blough， 1963， 1966)ので，ネズミにおいても被験体の学

習の遂行をより容易にし，実験者が反応時間 (reactiontime; RT)分布を分析しやすいように

するためであった(岩本・大久， 1974;岩本， 1981)。

2つのDRL成分間の交替条件は，同ーのDRL成分内で強化を定められた回数だけ受けるこ

ととし， DRL成分の変化の手掛りは， multスケジュールでは外部刺激の変化を伴うがmlxス

ケジュールの被験体で、は，強化，非強化情報のみであるようにした。強化する RTの長さにお

いて， 2つのDRL成分間で重複する部分をなくするため， DRLには強化される時間の幅の上限

を示すLH条件をもうけた。こうして， 2つの異なった時間の幅を学習するようにした。

目 的

本実験では， 12匹のシロネズミを2群に分け， 1群を成分に対応した外部刺激の提示のある

mult DT -DRL 4-sec/LH 4-sec DT -DRL 12-sec/LH 8-secスケジューノレ.*で胃H練し，他

の一群をそのような外部刺激の提示のないmix DT-DRL 4/LH 4 DT-DRL 12/LH 8スケ

*試行間には挺子はスキナー箱の外へ引出されているため，被験体は挺子押し反応することが不可能であっ
Tこ。

件以下の本文中では“sec"の記述を省略する。
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ジュールで司11練し， DT-DRL行動における反応分化に及ぼす外部刺激の効果を検討した。

方 法

被験個体 生後約8ヶ月の，雄のウィスター系シロネズミ 16匹*を用いた。飢餓動因の統制

は体重の操作によった。任意摂取時の体重の約85%を統制値とし，実験開始の約1ヶ月前から

実験期間終了までその体重を維持するよう給餌を行った。被験体の実験期間中の体重は，258-330

gの範囲に分布し，その平均は約295gであった。

各被験体は個別飼育箱内で飼育され，実験終了後約30分後に給餌を受けた。飼育餌はオリエ

ンタル酵母の MFを用いた。水は個別飼育箱内で常時摂取できた。

装置 ミニ・コンビュータ (PDP8/e 4 KW)で強化スケジュールの制御，オペラント反応

のデータの打ち出し， RT分布等の基本的なデータ処理などを行った。平行して 2個体を同時に

実験できるように2台のスキナー箱 (BRS/LVE，143-21)をミニ・コンビュータで制御した。

このスキナー箱をそれぞれ別々の簡易聴力検査室(リオン， AT-2)の中に設置した。スキナー

箱の挺子を約25g以上の力で作動するよう調整した。挺子の上部に装備した手掛り用ランプ。か

ら出力する約40Luxの光をmultスケジュールの一方の成分の弁別のための外部刺激として用

い，スキナー箱の壁に装備したスピーカから出力する約75phon， 1000 Hzの正弦波の音をもう

一方の成分の弁別のための外部刺激として用いた。外来雑音に対するマスキングとして簡易聴

力検査室内に約70phonのホワイトノイズを実験時間中提示した。スキナー箱内はスキナー箱の

ハウスランプで照明し，その照度は約60Luxであった。

室監圭藍 まず，挺子押し反応に対して 45mgの錠剤状餌 l個を強化刺激として，連続強化

(continuous reinfocement; CRF)訓練を， DT条件のもとで16匹の被験体に20分間のセッ

ションを 1回ずつ行った。その訓練時のオペラント反応の数の多い被験体を優先して 12匹を選

び，それらをオペラント反応の数の分散と平均がなるべく等しくなるように6匹ずつ2群に分

けた。そして， DT-CRF訓練の翌日から， 1群 (6個体〉にはmult DT -DRL 4/LH 4 DT 

-DRL 12/LH 8スケジュールで，他の l群(6個体〕にはmix DT→DRL 4/LH 4 DT -DRL 

12/LH 8スケジュールで引|練を行った。両方の強化のスケジュールとも，一方の成分下での強

化されたオペラント反応の数が4となった時に，同ーの成分か又は別の成分へ移行した。この

移行はゲラーマンの系列にしたがった。またmult DT -DRL 4/LH4 DT -DRL 12/LH 8ス

ケジュールでは，各成分とその成分の弁別のための外部刺激との対応は個体闘でカウンターパ

事そのシロネズミのすべてが，本実験開始より約6ヶ月前に， DRL 12-sec/LH 36-secスケジューノレで、毎日
30分間ずつ12日間，訓練を受けたことがある。しかし本実験の結果は，ナイーヴなシロネズミを用いた矢
口，岩本(1982)の実験結果ときわめて類似しており，被験体がナイーヴでない点は，本実験の結果を解

釈する上であまり重要ではないと思われる。

10 
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ランスされた。実験セッションがDT-DRL 4/LH 4の成分から始まるか，あるいはDT-DRL

12/LH 8の成分から始まるかは，個体ごとにカウンターパランスされた。 DT条件による試行

聞の時間は4秒間であった。 1セッションは30分間で，各被験体は1日1セッション訓諌され，

連続 24日間訓練された。

果結

について1.強化数(強化されたオペラント反応の数〉

2セッションを 1ブロックとして，各被験体の 1ブロックでの強化数を.mult群 6匹と mix

グラフの横軸にはブロックの進行をそれぞれ平均した値のグラフがFig.6である。群 6匹で，

とり，縦軸には強化数をとった。mult群も mix群もともに訓練が進むにつれて強化数は上昇す

るが，第3ブロック以後はmult群の強化数の方ががmlx群のそれよりもつねに上回っていた。

DT -DRL 4/LH 4成分のもとでの強化数と DT-DRL 12/LH 8成分のもとでの強化数が，つ

ねにほぼ同数であった。これは訓練条件において DT-DRL 4/LH 4成分と DT-DRL 12/LH 

8成分が交替しうる条件を同ーの成分のもとで4強化を受けた場合としたので，実験前から予想

されたことでありグラフに示さなかった。
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ラント反応の数の群平均。各ブロックは連続する 2セッションからなる。横軸には訓練の進行に

ともなうブロックの進行をとった。横軸はFig.6， 7， 8， 9， 10， 11， 12で同一である。
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2セッションを1ブロックとして，各被験体の 1ブロックでのオペラント反応の数(以下では

反応数と略す〉を， mult群6匹と mix群6匹でそれぞれ平均した値のグラフがFig.7である。

オペラント反応の個数について2. 

グラフの横軸にはプロックの進行をとり，縦軸には反応、数をとった。 mult群の第1ブロックで

の反応、数が少ないことを除くと， mult群では訓練が進むにつれて反応数のゆるやかな減少傾向

mlx群のそれは第1ブロックから第2ブロックへ移る部分で減少が見られが見られた。一方，

るが，第2ブロック以後は横ばい状態を示した。 mult群と mix群を比較すると，第2ブロック

から第5ブロックまでの反応数はほぼ同数であり，第6ブロック以後はmult群の反応数がmix

群のそれよりつねに下回っていた。

mult群で第1ブロックでの反応数が少なかったのは， DT-CRFスケジュールから multスケ

それまで提示されたことのない外部刺激が提示されたことによるのジュールへ移ったさいに，

であろう。一方， DT-CRFスケジュールから mixスケジュールへ移ったさいにはそのような外

そのために反応数の減少もみられなかったので、あろう。

Fig.7の反応数を， DT -DRL4/LH 4成分のもとでの反応数とDT-DRL 12/LH 8成分のも

とでの反応数に分割したグラフがFig.8である。横軸と縦軸はFig.7と同じである。 Fig.8を見

部刺激の変化はなく，

ると， DT -DRL 4/LH 4成分のもとでの反応数はmult群 mix群ともに訓練が進んでも横ば

い状態で，かつ， mult群と mlx群で反応数もほとんど等しかった。一方， DT -DRL 12/LH 8 
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成分のもとでの反応数は， mult群の第1ブロックを除くと mult群 mix群ともにゆるやかな

しており，第2ヅロックから第5ブロックまではmult群と mix群の聞で反応数に減少額向

よりつねに下回った。6ブ口ック以後はmult群の方がmlx差はないが，

lブ口ヅクとして，各被験体の 1強化効率のグラフは， Fig.9に訴したo Fig.9試， 2日

ヅP ツグマ?の強イヒ効率弘 mult群 6IZIZとmix6匹でそれぞれ平均した値のグ フである。グラ

ともに翻諌mlx フの横車庫にはブロッグの進をとっ，縦軸には強化効率をとった。 mu1t

しているが，第4ヅロッグを除いて， mult群の強化効率がmix

群のそれをつねに上回っていた。

Fig. 10 fi， 2々 ッションきど 1ブP ッグとして，各被験体の 1フ、口ックでのひT-DRL4/LH4 

が進むにつれて強イヒ鶏率

とmixのもとでの強化効率と Dτ-DRL12/LH 8成分のもとでの強記効率をmult群6

Fig. 群6罷でそれぞれ平均した鶴のグラブである。夕、ラフの横轄と縦軸はFig.9と興じであ

ると， DT -DRL 4/LH 4 成分のもとでの強化効壌は，第 1 ヅ戸ックカミ白~8 ブロックま10 
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mult群 (6被験体〕と mlx群 (6被験体)の

それぞれで，各ブロックにおける強化効率(強

化されたオベラント反応の数/反応数)の群

平均。

2 5 ESSION 5 

くなった。一方DT-DRL 12/LH 8成分の下での強化効率は，第4ブロックを除いて mult群が

その差は第 7ブロック以降に非常に大きくなった。mix群より高いが，

4.反応数と強化数と強化効率の検定結果

前半6ブロックを前期，後半6ブロック

を後期とし，反応数と強化数と強化効率を各被験体ごとに前期と後期のそれぞれで平均した値
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ネズミの複合DRLスケジューノレにおける外部手掛り刺激と反応の分化

をもとに， mult群であるかmix群であるかの個体聞の 2水準と， DT -DRL 4/LH 4成分であ

るかDT-DRL 12/LH 8成分であるかの個体内の 2水準と，前期であるか後期であるかの個体

内の 2水準の 3要因について， Winerの多段配置型の分散分析 (Winer，1971)にしたがって検

定した。その結果を Table1に示した。

Table 1 Summary of Analysis of Variance (one-sided test) 

Source of variation df Fo 

Total Reinforced 
responses responses E伍ciency

Between subjects 11 

Mu1t.xMix 1 4.923 1.928 2.888 

Subjects within groups 10 
Within subjects 36 

First half x Latter half 1 36.266*ホ 56.647** 37.021*ホ

((IVI1lit.×Mix-L 〕×
First half x Latter half) 296 2.271 4.202 

(First half x Latter half) x 
10 subjects within groups 

DT -DRL4/LH4 x DT -DRL12/LH8 1 97.945場* .062 141. 041** 

(Mult.xMix.) x 
1 2.923 2.525 .983 (DT -DRL4/LH4 x DT -DRL12/LH8) 

s(uDbTje-ctDs RL4/-LH4×DT-DRL12/LH8〉× 10 
within groups 

(First half x Latter half) x 
1 5.710* 2.251 .185 (DT← DRL4/LH4 x DT -DRL12/LH8) 

((IVI1lit.×Mix-L 〕×
First half x Latter half) x .143 140 .000 
(DT -DRL4/LH4 x DT -DRL12/LH8) 

s((uDFbiTrjes-t ctD hs alf×Latter half〕×RL4〆LH4x DT -DRL12/LH8) x 10 
within groups 

本 ;P<.05 

村 ;P< .01 

Table 1から， mult群も mix群もともに訓練により学習が進んだことと， mult群においても

mix群においても， DT-DRL 12/LH 8成分の方がDT-DRL 4 /LH 4成分よりも課題が困難

であったことがわかる。また，学習が進んだことによりセッションでの DT-DRL 4/LH 4成分

とDT-DRL 12/LH 8成分の交替回数が，前期よりも後期の方が多いが，このことが DT-DRL

12/LH 8成分のもとでの反応数で前期より後期が少ないことと， DT -DRL 4/LH 4成分のも

とでの反応数で前期より後期が多いことを現出させたことがわかる。この点についてグラフで

示したのが Fig.llである。

さらに， Table 1での検定結果では有意ではなかったが， 5%の有意水準に非常に近い水準で，

mult群の強化効率がmlx群のそれよりも，前期から後期への上昇の程度において著しかったこ

とが見出された。この点についてグラフで示したのが Fig.12である。

5. RT分布の結果

15 
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Fig.13は，各被験体における各ブロックでの RTの相対度数分布を群別に平均したク、ラフで，

第 1ブロックと第7ブロックと第 12ブロックのデータである。 Fig.13は， 2つの成分別の RT

の相対度数分布である。横軸にはRTの2秒間隔をそれぞれの classにしたbinをとり，縦軸に

はそれぞれの binごとの反応数の相対度数をとった。点線はDT-DRL 4/LH 4の成分のもとで

の相対度数分布を示し，実線はDT-DRL 12/LH 8の成分のもとでの相対度数分布を示してい

このグラフを見ると，第 1ブロックでは両群とも 4秒未満の RTのオペラント反応が多い
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ネズミの複合DRLスケジューノレにおける外部手掛り刺激と反応の分化
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が， これは単一のDRLスケジュールの訓練初期で普通見られる現象と同一である。

第7ブロックでは，mult群のオペラント反応の分化の方がmix群のそれよりも発達していた。

第 12ブロックでも，mult群のオペラント反応の分化の方がmix群のそれよりも発達していた。

第 12ブロックで両群とも 4秒未満の RTの反応数が訓練によって著しく減少しているが，これ

はDT条件の効果である (Platt，et al.， 1973;岩本・大久， 1974;岩本， 1981)。

以上のことから，外部刺激がRTの分化に促進的に働いたことがわかるが，いかに働いたの

かについての詳細はわからない。そこで，実験結果に次のような分析をほどこした。

6.成分内における初期の反応の RT分布と後期の反応の RT分布について

複合強化スケジュール内の2種の成分内の第1反応のRTについて，mult群と mlx群の群別

に，訓練初めの 3セッションで総和して RTの相対分布を求めた。ついで，第2，第3反応につ

いても同様にして求め，さらに成分最後のオペラント反応から逆のぼって第2，第L第4反応

のRTの相対分布を求めて，成分の交替に伴う RTの変化の傾向と，成分内での初期と終期の

RTの変化の傾向を示したのがFig.14である。同様のものを訓練最後の3セッションについて

も求めた。

3-2-1 
Fig.14でDRL12 LH 8と表記してあるのは， DT -DRL 12/LH 8成分の最後から 4番目のオ

ペラント反応と，最後から 3番目のオペラント反応と，最後から 2番目のオペラン卜反応をさ

している。成分最後のオペラント反応はSRとのみ記載されている。これはRTがかならず12秒
1-2-3 

以上20秒未満であり強化されているのでRTを記載する必要がないためでトある。DRL4LH4 

と表記してあるのは， DT -DRL 4/LH 4成分の最初のオペラント反応と，最初から 2番目のオ

ペラント反応と，最初から 3番目のオペラント反応をさしている。

訓練初めの3セッションを見ると，mult群でも mix群でも成分の交替に伴う RTの変化にはっ

きりした傾向は認められない。また，同一成分内の初期から終期への RTの変化にも，はっき

りした傾向は認められなかった。つぎに訓練最後の3セッションを見ると mix群では成分の

交替に伴う RTの変化は，DT -DRL 4/LH 4成分からDT-DRL 12/LH 8成分へ移る場合にも，

その逆の場合にも認められない。むしろ，直前の成分の終期の RTの傾向がつぎの成分の初期

のRTの傾向として受け継がれていた。一方，同一成分内の初期から終期への RTの変化は，

DT -DRL 4/LH 4成分においても DT-DRL12/LH 8成分においてもきわめて明瞭に表われて

おり，強化刺激が強化される RTのオペラント反応の生起を差別的に強化した効果が見られた。

一方，訓練最後の3セッションのmult群では，成分の交替による RTの変化はDT-DRL12/

LH8成分から DT-DRL 4/LH 4成分へ移る場合はきわめて明瞭に被験体の即応の傾向が見ら

れる。その逆の交替の場合は， 12秒以上20秒未満の RTオペラント反応の増大ではなく， 8秒

以上 12秒未満の RTのオペラント反応の割合が増大している。これは， DT -DRL 12/LH 8成

分の方がDT-DRL 4/LH 4成分よりシロネズミにとって正反応が困難な課題であるからである。

この結果から， mult群では訓練によって外部刺激の変化がRTを統制するようになることがわ

- 18 
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かる。一方，同一成分内での初期から終期への RTの反応傾向の変化は， DT-DRL12/LH 8成

分でははっきり見られるが， DT -DRL 4/LH 4成分ではそれほどはっきりとは見られない。こ

れは， DT -DRL 4/LH 4成分において強化刺激の効果が存在しなかったのではなく，この成分

成分内のの方が容易な課題であり，成分内の初期のオペラント反応の約半数が正反応であり，

初期においてすでに RTの分化が相当行われていたためで、あろうと考えられる。

RTの時系列変化について7. 

以上のことから， mult群においては，外部刺激の変化が RTを統制したことは明らかである。

成分に随伴する外部刺激が RTを統制し

同一成分内での強化刺激の効果によって強化 RTのオペラント反応

- 19 
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たとえ同一成分内の終期での RT分布でmult群がmix群より発達が生起しやすくなるので，

した反応分化を示していても，成分内の初期でmult群の方がmix群よりも効率よく強化を受け

それとも外部ており，その強化の効果がその成分内の終期の RT分布に作用した結果なのか，

刺激が直接成分内の終期の RTに影響した結果なのか決定しがたい。

もっとも RT分布の分化が進さらにmu1t群と mix群のそれぞれの被験体のうち，そこで，

んだ被験体についてそのセッションごとのオペラント反応の 1つ1つの RTの時系列変化を追

跡した。

Fig.15は， 1被験体の lセッション内でのオペラント反応の RTの長さを縦軸にし，横軸に

オペラント反応の自発された時系列の11頂に左から右へと並べたものである。mu1t群で最も多い

の第 7，第15セッションのグラフと mix群で最も多い強化数を示した被験体 (Sub.No.2) 

強化数を示した被験体 (Sub.No.8)の第7，第15，第24セッションのグラフを示した。グラ

そまた，参考のため，強化の設定時間の上限と下限を示している。フの横に入っている線は，

れぞれの被験体の第15セッションの RTの相対度数分布も示した (Fig.16)。

dのところに注目すると，成分の交替に即応して，そのC， 唱。Fig.15における矢印のa，

セッションの初発のオペラント反応から RTの長さが変化しているのがわかり，外部刺激の変

RAT(MULT) 
Sub. NO.2 
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Fig. 15 SEQUENTIAL REACTION TIMES ACCORDING TO EMITTED ORDER FOR THE 
MULT RAT (SUB. NO. 2) AND THE MIX RAT. (SUB. NO. 8). 
反応時間の時系列。データはmult群と mix群の被験体中，もっとも RT分布の分化が進んだ被
験体の個体データである。
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ネズミの複合DRLスケジューんにおける外部手掛ち支持霊堂と反応、の分化

fではDT践すると，fのところRTを続税していたことが晃られる。一方，矢印e，

-DRL4/LH 4成分内で非強北反a;が連続しても強化の設交官時間Fちの上限である8秒付近のRT

シロネズミにはかなり課題のeで、2ま，のオペラント反応が生起しつづけていたことがわかる。

、RTで、RTであったりむずかしいDT-DRL 12/LH 8成分内で，強化の設定時需より

、RTのそれよりあったりしで非強化になった場合であっても， Rすが8秒未満にはな

オペラント反a;を主主総して非強イヒによる情動的混乱を耐えていた様子がうかがわれるくIwamoto，

この鏑体のこのセヅシ翠ンにおいては，外蔀刺激が成分の嬬問中を通し1981)。このことカミら，

てRTを統制しつづけたことがわかる。

ると， RTの時系列変化は， Sub. No. Fig. 15のSub都 No.8の第 15k ッションのグラブ

してはいない。むしして適切な即応懐向15セッションのように成分2 

RTのオペラDT -DRL 12/LH 8成分での12秒以上20目すれば，矢~[J g 

ントN.応に対する強化が，つぎのDT-DRL4/LH4成分においても持続L，もはや12秒以上

20秒未満の設すのオベラント皮応が強北を受けていないのにもかかまコらず，長いRTのオペラ
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ントI5Z応、が連続して生起しつづけているのがわかる。

、RTi.l)オペラント反応、をするさいの被験体の行動は， ら

離れた位穫で静止したまま

の行動は挺子から近し

行行動は示さなかった。

の経過を待ち，短い双Tのオペラント長rr;;をするさいの被験体

したまま時簡の経過を符っとしづ場合が多く，段立った並

考 察

以上の実験結果から，つぎのようなことが明らかとなったといえよう o第1に， 2謹の呉、なっ

の揺を学習する必婆がある事態において，その2つの時開設定に対忘した弁別のための

外部刺激がない場合 (mix)でも，シ口ネズミはその2つの事態のそれぞれに対応した異なるRT

の皮言、で測時行動毛ざすることがある程震はでぎた。

第2に 2つの時間設定に対応した弁J.jljのための外部刺激がある (mulのでは，シ口ネ

ズミは弁別のための外務刺激がない場合 (mix)よりも，より著しく RTの卦化した反応パター

ンで測時行動令するということが，強北効率の検定では5%の有意水準にきわめて近い念論率で

示撲された。

3に，対臨した弁J.jIJのための外部刺激が，ある も， DT -DRL 4/LH 4 

成分のカがDT-DRL 12/LH 8成分よりもシロネズミにとって正反応が容易であった。

第4に，外部刺激のRTへの統制の仕方については，成分間の交番待の外部刺激の変北がた

だちにRTな統能し，かつ，その接持続し されている外部刺激がその成分の期間中にお

し、てもヲi 、て RTを統制する機能を持つようになることがわかった。

以上のことは， Hearstの前述の恒設のうち， rDRL反誌が並行行動に依存しているJという

点に関ずる夏誌ではないが， r母己受容刺激にもとづいたDRL反誌はその有機体が外部刺激
vこ統鋭されるのを訪げるJという点に対しては反証するものである。

本実験においては，特定の持罰の舗をもってなされる挺子押し反誌の達成という時開弁別行

2つの異なる詩語の犠について継詩的に形成させた。その手統きとして，成分に対応した

外部刺激セ提示する multスケジ品ーノレがIRTの分化に対して詫選訟に昨期することが示され

た。そこで， 3つらしとの DRL成分をもっmultスケジュ…ルを用いることにより， 3つ以上の異

なる時開について IRTを分なさせることも可能ではないかと考えられれる。

このような種々の長さの時間の隔について継時的にIRTの分化を形成させることは，

分析する，点のみならず，精神物理学的に物理的時開と時問弁翌日行動の関係を明確化する上でも

効用があるものと患われる。その理由はDRLゃDT-DRLゃDRLLスケジ品-}むのもとでは，

並行行動と呼ばれる，課題が被験体に強化の条件として求めている反応、の条件ではないが挺子
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押しやキ…・ペッキング (keypecking)などのオペラント反蕗の生記と波行して生起する行動

が形成されることが多し、。その行動はオペラント反誌と不可分に生越し，オペラント反応、は並

の構成要素のうちの 1っと見倣すことも可能な場合もあるo この場合は迷吉行動

Csuperstitious behavior) (Skinner， 1948)とし、う名称で呼ぶことも可能で‘あろう。

このような並行行動は，そのオベラント反革への寄与の性議が不明瞭であり， とくにと述の

意味での迷信行動である場合，被験体は真正の (genuine)測時行動をしていないと判断した方

りをおかきないであろう。したがって真正の翻待行動，あるいは出来るだけ真正な成分

からなる測時行動といえる持問弁別行動を形成するために~ì，単一のDRL や Dす-DRL や DRLL

スケジューノレの手続きを渇いて，被験体に1つの時間の帽の閥おき反応、を'd喝をるよりも，

の時聞の鶴の題おき反応;な形成させる;与がより護活であろう。本実験で，必要時間条件の異な

るDRL成分の multスケジューノレな用いた結果，並行行動の発達がほとんど観察されなかった

とはこの推定会支持するものである。また、常時飲水可能なスキナー箱において、ナイー

ヴなシロネズミなmultDRL DRLスケジュ…ルで創i練した矢口・岩本 098おのき経験結果で

も，並行行動の発達しない被験体の方が発壊した被験体よりも IRTの震れた分化を示したこと

は，この推定を支持するものである。

以上の理由か 々の主主さの時間の揺について継時的にIRTの分化合謬戒さぜることは，

時隙弁~Ij行動の今後の研究方向のゐ Aつといえよう。この手続きとしては前述の mult スケシュー

ルの他にもいくつかある。それらを，

(1)盟寂したいくつかのま殺さの時語の頓について，継持的にIRTを分化させるもの

さの変動する持関の幅について，議詩的にIRTを分fとさせるもの

(7)2つに分類できょう。

(I)の偶として， multスケジュールの成分として，必要時間条件の異なる DRL成分を数多く

採用する手続きがある。 (2)の例の 1つは mixスケジュールの成分として，必要書反応港時条件

の呉なる DRLL成分合数多く採用し，かっ，そのDRLL成分に先行する ITI*の長さをDRLL

成分の必要f5Z応潜時条件の倍数とする手続きである。この手続きでは，各ITIの長さが後続す

るDRLL成分の必要反応潜時条件の見本時間手掛り刺激となっている。被験体はITIの長さに

もとづいて後続する DRLL 成分で作製すべき反応;潜持を決定しオペラント畏~セ潜行すること

によってのみ，高い強化効率を得ることがで、ぎる。このチ統きを用いた研究はすでに進められ，

ハトを被験体として嫡持物理学的な関数関係が得られてし、る(堀・小)11， 1977)。

この手続きは，ハトと異なり， blackout状態のITIrtにも反応ずるシロネズミのような被験

体には，見本時絡手掛り刺激として ITIの長さな舟いるのではなく，光や音の外部刺激をDRLL

成分へ移行する前に見水時間手掛り科激として提示し，とこの提示期務やはEXTやDRO

e蓄え行間環 (int母rtrial interval) 0 ITI中の処環の仕方にはtきまぎまな方法があるが， ネズミが後事実体の場
合には一例としてあげれば，オベランダムは提示しつづけたままスキナー絡会blackout 状態?とナ:Qo
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付近erentialreinforcement of other behavior;他反正、分先強イりをど成分

ることにしてもよい。ここの手続きは， (EXT-DIミLL)'a' 1成分としてそれらを数多く

mixスケジュ…ノレ，あるいは (DRO-DIミLL)を1成分としてそれらを数多く含んだmlXスケ

ジューノレとなろう(和田ら， 1982 a， 1982 b)。

これらの手続きは，実験者がセッションの中で任意に時認の揺を指定しうるので，時間弁別

持動の研究のためのきわめて強力な手続きである。しかし，見本時諮手掛り刺激の受容という

要素合計動形成の中に入り込ませず，もっぱら白日受容的過翠，すなわち令龍々の IRT反応に対

する強化，非強化情報のみの要素から形成させる IRT反応の分化のなかで，種々の持関の嬬の

詩問弁民行動を分析するという目的のための強化スケジューんには，パ…センタイル (percentile;

PCT)強イヒスケジ品ーノレ (Alleman& Platt， 1973; Platt， 1973; JII俣ら1975，1976;吉野・

1981a;岩本・吉野， 1981叫がある。

PCT強イ乙スケジューノレとは，IRTを分化強化する待問の規準宏被験体のその時々の皮鎮向

に依存させる手続きである。その時々の反応傾向とは，セッション内の各時点において，その

時点より過去に生恕した一定鱈数のオペラントJXJi5における IRT分布のことである。具体的に

はセッシ虫ン内のあらゆる時点で，つねにその時点から返さのぼって一定儲数のオペラント反応

のIRTを実験制御機器が記援する。新たにオペラント皮応が生怒した時点で，その新しいコトベ

ラント反応、のIRTの長きが，喋験制御機器の記憶していたオペラント反応のIRTの長さのJI質泣

中で何パ一七ンタイノレにあるかを判断し，突験箸のあらかじめ定めたパーセンタイルの規準を

していれば強記棄す激を提示する。すなわち，被験体は自らが比較的最近の時点において

したオペラント反応における IRT分布のなかの特定の部分が強化される。たとえば，そのIRT

分布のなかの長し、IRすの部分が強イとされるならば，被験体のIRTは徐々に長くなるであろう。

なぜなら実験制御機器の記壊している IRT集認は新たなオペラント皮応が主総するたびに，

その新しいオペラント反応のIRT念入.tL，IRT集問中最も古く生起したオペラント反応、のIRT

をど除外するため，被験体のオペラント反応の IRすが徐々に長くなっても，被験体は告らのオペ

ラント皮応の IRT額告に対して相対的に長L、IRTを強化されつづけるからである。この手続き

を用いて，AlIemanとPlatt(1973)はハトを被験体として，IRTを実験者の意践とおり長くし

たりあるいは短くしたりさせ， IRTを操作し得ることを実験的に証拐した。

このような，オペラジト条件づけでの研究とは躍に，古典条件づけの手法令用いた待問弁別

と密接な関係なもっと患われる行動では痕掛条件づけ (traceconditioning)のもとでの反誌

形成，運廷条件づけ (delayedconditioning)における蟻延抑龍Cinhibitionof delay)の現象

などがある。古典条件づけにおいて，本実験と関連した研究として， CS (条件刺激〉提示誇始

とUS(無条件刺激〉提示問鎗の持際問陪の輿なるニつの遅砥条件づけを用いて，一方の遅延条

件づけのCSと鵠方の運砥条件づけのCS念物理的性奮の異なったもの〈たとえば，一方の CS

は光，地方のCSを音とする〉とし， USはどちらの遍砥条件づけでも悶じ
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として，2つの遅延条件づけを間一被験体に隣ーセッシ盟ンi勾て、ランダムな時系列で多重に訓練

した研究〔岩長寿，日?のがある。

この研究では，CS提示開始と US提示開始の時儲儲騒の異なる 2つの遅延条件づけの CS1と

CS2vこ対して，心持頻震の変化としての CR(条件反応〉がどのように分化するかが研究されて

いた (CS1とCS2の物理的役穫の違い自体抗被験体の CRに違いを生じさせているというこ

とがないことはこの研究ではあらかじめ検証してあるλ この場合.CRの分化とは.CS，の

もとで生じる遷延綿製と Cらのもとで生じる遅延抑様の閣に差が見い出されることであった。

この実験では，CS提示開始と US提示額始の時間間備が2秒の灘延条件づけん持秒の遅延条

件づけの2つの濯延条件づけを島いた。その結果，被験体として用いられた4部のシロネズミ

のうち， 1慌では， CS提示際始とじS提示開始の時調関踊が2秒、の遅延条件づけで辻CS認始

産後に非常に顕著な心扮頻度の器下がおとり， 10秒の選延条件づけで拭CS鰐始より約4秒後

より心拍頻度の低下が記った。他の3匹ではこれと類i訟の鎮向はみられたが，これほど顕著

ではなかっ

このように古典条件づけにおいても，異なる CSに対応したCRの分化が成立し，多重裂の

持関弁別が学習されたわけである。オペラント条件づけ事懇にも古典条件づけの成分がかなら

るとする立場からすれば、実験における mult群の被験体の行動パターンを維持してい

るメカニ子ズムのなかには， このような古典条件づけの手続きにおいても示されている，異なる

CS vこ対志したCRとし寸時開弁部行動の遂行の成分が含まれているのかもしれなし、したがっ

て詩問弁別行動の研究においては古典条件づけを含めたより総合的な議野での考察が有意義

であろう(岩本・高橋， 1979)。
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